
プロフェッショナルテストサービス／
＠benchmarkとは

機器を所有しない次世代テストソリューション

　システム構築を伴う企業ITシステムやサービス開発は、マーケットモデ

ルの変化、技術革新などさまざまな変革の波にさらされている。近年IT

戦略の要は、迅速な開発、変更への柔軟性、パフォーマンス、セキュリティ

にあると言われている。企業の競争力維持は、いかに早く製品・サービス

をリリースし、市場や社会の変化に追従し、かつ信頼性を確保するか

にかかっている。このうちパフォーマンスやセキュリティに関する要件を

満たすには、ハードウェア・ソフトウェアの単体テストに加え、構築環境で

の結合テスト、負荷テストなどが欠かせない。しかし、テスト作業は時間

とコストがかかるものだ。SIer、ユーザー企業にとって、スピードと信頼

性は相反する問題として重くのしかかっている。

   スピード開発と信頼性の
   両立という課題
　
　システムの安全性・信頼性を高め稼働
率を上げることは、全体的なパフォーマン
スを上げることにつながる。同様に各ソフ
トウェアやハードウェアの処理能力やス
ループットが高ければ、突発的な負荷や攻
撃トラフィックにも対応でき、システムの稼
働率を高めることができる。このようにパ
フォーマンスと信頼性は密接な関係にあ
り、同じ戦略で取り組むことができる。
　しかし、開発スピードや柔軟性に対して
は同様というわけにはいかない。システム
の安全性を高め、十分なパフォーマンスを
確保するには、時間とコストのかかる事前
の設計とその検証が欠かせないからだ。と
くに、構築されるシステムの安全性やパ
フォーマンスは、ソフトウェアの単体テスト
やハードウェアのカタログスペックだけでは
測ることはできない。実際の環境に近い
状態での負荷テスト、侵入テスト、耐環境
テストができるかどうかは重要なポイントで
ある。
　大量生産する工業製品ならば、専用テ
スト器具やシステムを開発し、効率よくテ

ストができるかもしれないが、受注開発が
基本となるシステム構築、企業ITシステム
においては、そのつど高価な測定器を用
意したり、別途テスト環境を構築したりしな
ければならない。アジャイル開発やクラウド
利用など、スピード化や柔軟性確保のソ
リューションの部分的な適用は可能だが、
テストフェーズにおいても効率化のソ
リューションはないのだろうか。
　東陽テクニカは、この問題に対応する
ため、テストフェーズにおける効率化の新
しいソリューションを展開している。それが
「プロフェッショナルテストサービス」と
「＠benchmark」というサービスだ。東陽
テクニカ 情報通信システム営業部 課長 
中村彰宏氏に、2つのサービスについて
詳しい話を聞いた。
　プロフェッショナルテストサービスは、
「案件ごとにテスト内容が変わるような場
合、テストの設計から機器の用意までを東
陽テクニカがコンサルティングサービスの
ように提供する（中村氏）」ものだ。
＠benchmarkは、「ベンダー中立な個々
のサーバーやネットワーク機器のテスト結
果を会員企業で共有するしくみ（同前）」
だという。

　どちらのサービスも、テストを効率化した
い、そのためだけに高価な専用測定器を所
有したくない、カタログ値やベンダー公称値
以外の指標がほしい、といった現場の声か
ら生まれたものだ。それぞれのサービスの
特徴や機能について詳しく見ていこう。

  

   プロフェッショナル
   テストサービス

　数百万円から数千万円もする高価な測
定器は、レンタルで使用されることも多いと
いう。しかし、レンタルで使用する場合開発
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の業界からの反応もよく、これまで順調に
実績を増やしているという。

  @benchmark
　
　
 @benchmarkは、会員制のテストデータ
の共有サービスである。会員企業は、無料
で特定機器のパフォーマンスデータの測
定を@benchmarkに依頼でき、結果を閲
覧・利用できる。測定は無料なので結果
データを依頼主が独占することはできず、
会員企業間で共有されることになる。その
際、依頼主の情報は一切伏せられている
という。
　サービスのそもそもの狙いは「カタログ
値ではない実環境での実測値を公開する
こと（中村氏）」だという。サーバーやネット
ワーク機器のスペックやカタログ記載のス
ループットなどは、限定された条件での性
能データであり、実環境ではそのままの数
値が適用できないことが多い。スループッ
ト値なども理論値やベストエフォートなどで
あったりすると、設計データや実環境での
性能保証には使えない。
　@benchmarkでは、実際の利用環境
に近い形で、測定条件や設定条件ととも
に、計測データが機器ベンダーとは異なる
中立の立場で公開されることになる。その
メリットはなんだろうか。会員側の視点とベ
ンダー側の視点からみてみよう。

　ユーザー視点 ： 情報共有と
　ベンダー中立による価値

　会員メリットは、まず無償で機器のテスト
を依頼できることが挙げられる。その結果

案件ごとのテスト要件を満たすために、そ
のつどテスト条件、検証内容などテスト環
境と手順の設計が必要である。使い慣れ
ていないレンタル機器の場合、これらをゼ
ロスタートから実施するのは効率が悪い。
　プロフェッショナルテストサービスでは、
ユーザー企業にレンタルしてもらった機器
について、東陽テクニカのエンジニアが必要
なテスト内容を聞いて、設定その他をユー
ザーと一緒に行ってくれる。もし、レンタル
会社が持っていないような機器や測定器
が必要な場合でも、東陽テクニカが所有
する機器を貸し出すことも可能だという。
　実際のテストはユーザー企業側が行う
ことになるが、専門家のアドバイスや指導
が得られることで、テスト期間の短縮が可
能になる。中村氏によれば、機器の操作
習得や設定作業などを1日で終わらせるこ
ともできるといい、当然その分はレンタル
期間の短縮にもつながるだろう。
　

　アウトソースの利便性と
　内製テストの柔軟性

　テストプロセスのソリューションという視
点では、全体を外部に委託する方法も考
えられる。テスト環境の構築、検証作業の
実施、報告書の作成まで、案件ごとの依
頼ベースで対応してもらうことも可能だ。
発注者側の必要スキルや作業負担を大
幅に削減してくれるが、時間短縮やコスト
削減につながるとは限らない。また、完全
アウトソースの場合、内部で進行管理す
るよりスケジュールの柔軟性が下がるとい
う懸念もある。
　一方、東陽テクニカのプロフェッショナ

ルテストサービスでは、テスト設計や設定
まで面倒を見てくれる。測定データなどの
整理・詳細分析はユーザー企業が実施す
る必要があるが、テスト結果の標準的なレ
ポートの作成とその見方の説明は受けら
れる。作業負荷、コスト、進行スケジュール
の管理などをバランスよく運用できるという
メリットがある。

　システム構築、オンライン
　サービスに威力を発揮

　プロフェッショナルテストサービスの導
入効果やメリットが高い業種は、大規模な
システムを稼働させている企業、ECサイト
などを運営しているサービスプロバイダー、
データセンター、通信事業者など（中村
氏）だという。
　SIerのように構築案件ごとにサーバー
構成やネットワーク環境が異なり、ソフト
ウェアもワンオフの開発となる場合、結合
テストや実地テストで実運用に近い形での
テストは難しい。しかも自前でテスト環境や
人材一式を揃えるのが難しい場合ほど、こ
のサービスが威力を発揮する。
　ユーザー企業であれば、自社で開発・運
用している業務システム、オンラインゲーム
やECのシステムなどのテストにも応用でき
る。日々発生する取引トランザクションや
バックアップ作業などバッチ系処理の負荷
テストや運用スケジュールの作成に必要
なテストを実施したり、オンラインサービス
がどの程度のピークトラフィックに耐えられ
るか、といった検証を行うことができる。
　プロフェッショナルテストサービスは、2
年ほど前から始めたサービスだが、これら
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　 業界のテストスキルの
　底上げで市場を活性化

　@benchmarkは、2014年4月に始まっ
たばかりのサービスだ。東陽テクニカとし
ても、このサービスそのものをビジネス化す
る考えはなく、エンジニアのテスト・検証ス
キルの底上げや啓発を行うことで、計測
器やテスト市場の活性化を促す戦略だ。
　中村氏も「＠benchmarkは、将来的に
機器パフォーマンスの計測データのひと
つの指標として利用が広がっていくことを
目指す」といい、今後はさらに公開データ
を増やしていき、計測ノウハウや検証スキ
ルに関係する情報提供なども積極的に展
開していきたいとする。@benchmarkのよ
うなコミュニティサービスは、会員数や登
録データが増えてくると、利用者やデータ
が一気に増えるタイミングがある。一定の
データ数を超えると、データの実用性が上
がり、利用者のメリットも増える。これが相
乗効果を発揮することで、サイトの規模が
爆発的に拡大していく。データがほしい機
器があるなら、いまからそのときに備えて会
員になっておくのもいいだろう。

　この2つのサービスを組み合わせると、
さらに応用範囲は広がる。
　システムに必要な機器（サーバー、
ルーター、スイッチ、ストレージ（HDD・
SSD・テープ等）、ロードバランサ、FW、
U TMなど）の単体での性能評価を
@benchmarkで行う。これらの計測デー
タは、システム設計や機器選定の参考に
したり、開発システムの単体テストに応用
したりする。
　しかし、システム全体で考えたとき、複
数の機器を接続した実環境に近いテス
ト、結合テスト、あるいは特殊な環境でテ
ストする必要がでることもある。このような
場合、プロフェッショナルテストサービスを
活用して、総合的なテストや要件の複雑
なテストを実施する。
　うまく組み合わせれば、すべてを自前で
検証したり、アウトソースしたりするよりも
時間・コストを抑えることができるだろう。

データを利用するのも無償だ。無償なの
で、データは@benchmark会員の他企業
にも公開され共有されるが、同時に他社
が依頼したデータの閲覧・利用も可能だ。
結果データだけでなく、検証の条件や設
定などのノウハウも共有することができる。
@benchmarkのサイトにはSNS機能など
会員同士での情報交換が可能なコミュニ
ティも用意されている。
　ベンダー中立なデータというのも価値
がある。測定や公開がベンダー独立で行
われているため、クライアントに説明すると
きも第三者の客観性のあるデータとして
利用するのに好都合だ。測定内容も指定
できるので、ベンダー側の設定条件以外
のデータが得られることも大きいだろう。
　例えばSIerやネットワーク機器などの代
理店が、構築システムに利用する機器の
性能評価が考えられる。SIerによってはシ
ステム構築において、機器の販売を行うと
ころも少なくない。代理店は、輸入製品や
ベンチャー企業の新製品などの売り込み
に必要な性能データを入手するために
@benchmarkが利用できる。
　機器単体のカスタムテストをしたいとい
うニーズならば、SIerなどに限らずユー
ザー企業にもあるだろう。自社システムや
サービスのために導入するネットワーク機
器やアプライアンス製品について、説明
や販促資料としてパフォーマンステストな
どを依頼し、結果データをカタログやプロ
モーションに利用できる。

　ベンダー視点 ： PR効果が
　期待できるデータ

　ベンダー独立で、機器の計測データが
公表されるのは、ベンダー側からすればい
い迷惑かもしれない。しかし、第三者測定
による結果データは、製品のパフォーマン
スのPRに利用できる。カタログなどに第
三者の結果データを表示すれば、自社で
計測した公称値より客観性の高いデータ
として信頼性やブランド戦略にプラスに働
くだろう。
　中小ベンダーなどは、あまりコストをかけ
ずに製品の計測データを効率よく入手す
るために会員になってもいいだろう。コスト
をかけずに信頼性の高いテストデータが
手に入るなら、一石二鳥と考えられる。

2つのサービスを
組み合わせるソリューション

■ 無償で機器のテストを依頼できる
■ テスト結果データを共有利用できる
■ ノウハウ共有や情報交換が可能
■ ベンダー中立の計測結果が得られる
■ 主に単体テストに適用可能

＠benchmarkの特徴
（会員制サービス）

以上、2つのサービスの機能・特徴をまとめ
ると以下のようになる。

■ 測定器を所有せずにテストを
   実施できる
■ 案件ごとに異なるテストも効率よ
   く実施できる
■ 柔軟なテストプロセスを組むことができる
■ 結合テスト・運用前テストに適用可能

プロフェッショナル
テストサービスの特徴


